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僕
の
と
こ
ろ
の
子
供
は
、
父
親
た
る
僕
に
話
し
か
け
る
時
は
、
は
じ
め
か
ら

癇
癪
を
起
し
て
ゐ
る
。
常
々
、
一
度
や
二
度
呼
ん
だ
ぐ
ら
ゐ
で
、
僕
の
注
意
を

惹
く
こ
と
は
困
難
だ
と
い
ふ
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
。
「
ね
え
、
パ
パ
つ

た
ら
…
…
」
と
い
ふ
文
句
を
、
き
ま
つ
て
頭
へ
つ
け
る
子
供
の
習
癖
を
、
僕
は

心
の
中
で
悲
し
ん
で
ゐ
る
。
相
手
が
自
分
の
云
ふ
こ
と
に
興
味
が
な
さ
さ
う
だ

と
思
ひ
、
し
か
も
、
そ
れ
を
云
は
ず
に
を
ら
れ
ぬ
場
合
、
口
調
が
勢
ひ
ヒ
ス
テ

リ
ッ
ク
に
な
る
。
こ
れ
は
大
人
に
も
あ
る
。
大
人
げ
な
い
こ
と
だ
。

　
そ
し
て
、
僕
自
身
、
屡
々
、
事
芝
居
に
関
す
る
限
り
、
書
く
も
の
が
こ
の
調

子
に
陥
る
の
で
あ
る
。
僕
が
従
来
発
表
し
た
演
劇
に
関
す
る
評
論
乃
至
感
想
の

類
は
、
ど
こ
か
日
本
の
劇
団
と
呼
吸
の
合
つ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ

を
、
僕
が
、
自
分
の
罪
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
に
、
僕
の
癇
癪
批
評
が

生
れ
る
の
で
あ
る
。

　
何
事
も
急
ぐ
必
要
は
な
い
。
ま
し
て
、
芝
居
の
歴
史
に
一
転
機
を
劃
す
る
や

う
な
事
業
が
、
筆
の
先
で
さ
う
易
々
と
仕
遂
げ
ら
れ
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
劇
作
同
人
諸
君
の
言
論
が
、
近
来
、
諸
所
の
話
題
に
上
り
、
な
か
な
か
盛
観

で
あ
る
が
、
ど
う
も
や
は
り
一
般
と
呼
吸
の
合
は
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
く
、

従
つ
て
、
癇
癪
の
反
響
と
も
思
は
れ
る
や
う
な
「
怒
鳴
り
返
し
」
が
耳
に
は
ひ

る
。

　
若
い
同
士
の
元
気
な
応
酬
は
、
新
機
運
に
応
は
し
い
光
景
で
、
そ
れ
も
結
構

だ
が
、
そ
の
た
め
に
解
る
話
が
解
ら
な
く
な
つ
て
は
困
る
。
「
劇
作
」
の
声
に

耳
を
傾
け
る
人
は
、
だ
ん
だ
ん
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
信
じ
よ
う
で
は

な
い
か
。
（
一
九
三
四
・
一
〇
）

3



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集22

」
岩
波
書
店

　
　
　1990
（
平
成2

）
年10

月8

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
現
代
演
劇
論
」
白
水
社

　
　
　1936

（
昭
和11
）
年11

月20

日
発
行

初
出
：
「
劇
作
　
第
三
巻
第
十
号
」

　
　
　1934

（
昭
和9

）
年10
月1

日
発
行

入
力
：tatsuki

校
正
：
門
田
裕
志

2009

年9

月5

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

4癇癪批評



癇癪批評
岸田國士

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


